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研究の背景・ねらい
　きのこの原木栽培は、シイタケで一般的に見られるように長木栽培が主ですが、長木栽培（長さ
90cm 前後）、短木栽培（長さ 15cm 前後）があり、それぞれに長所・短所が存在します。短木栽培は
原木が軽い点が長所であり、この方法を用いれば、原木の移動が容易で、栽培がしやすいと考えられ
ます。
　また、短木栽培では原木内に菌糸が蔓延し、土中に設置する本伏せが終わると、収穫以外の作業が
少ないため、シイタケ栽培と併用することにより、経営をより安定させることが可能となります。
　このため、シイタケ以外のきのことして、ナメコと同様な利用が可能で、キノコ狩りの対象となって
いるヌメリスギタケを選び、その短木栽培を行い、高齢化する林家への栽培方法として採用できるか
検討することを目的として、本試験を行いました。

成　　果
　本試験は、山梨県で入手が比較的容易なコナラ、サクラ、クルミを原木として用い、種菌は市販さ
れているヌメリスギタケの 2 系統を使用して行いました。
　まず、菌糸伸長の最適な温度の調査を行いました。PDA（ポテトデキストロース寒天）培地を
20 ml 分注したシャーレの中心に、直径 5mm のヌメリスギタケの菌糸片を接種し、温度勾配恒温器（15, 
18, 21, 24, 27℃）で 21 日間培養を行いました。培養後、シャーレに菌糸が占める面積（コロニーの面積）
を、画像解析を用い測定したところ、A, B いずれの系統においても、コロニー面積は 21℃が最大であっ
たため、菌糸の伸長温度は 21℃が最適であることがわかりました（図 1）。
　野外での試験栽培では、15cm に玉切りした原木を使用し、種菌を原木で挟む方法で接種を行いま
した。原木の中に菌糸を蔓延させる仮伏せは針葉樹林内に寒冷紗で覆い、灌水しながら 6 月中旬まで
行いました。本伏せは、標高 900m の針葉樹林内に原木の半分を土中に埋める方法で行い（図 3）、9
月上旬から～ 10 月上旬までヌメリスギタケが発生しました ( 図 4）。収穫は傘が広がる直前に行い、榾
化率（ほだかりつ）* と収量を測定しました。その結果、サクラやコナラの榾化率は 85％以上となって
おり、収量も 400g 弱あることから、サクラやコナラはクルミに比べて栽培に適していることがわかり
ました（表 1）。しかし、コナラはシイタケ原木として需要が高く、価格も高騰しています。従って、
榾化率や収量が高いことに加え、価格が安定し、入手が容易であるサクラを原木として栽培すること
が推奨できます。（* 接種した原木のうち、菌糸が蔓延した原木の割合）

成果の活用

　栽培マニュアルを作成し、県の研修事業で普及を進めていきます。

山梨県森林総合研究所 森林研究部　　戸沢 一宏

ヌメリスギタケの短木栽培
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研究の背景・ねらい
　ハラアカコブカミキリは昭和 52 年頃に大分県内に侵入したシイタケほだ木の害虫で、依然として大
きな被害をもたらしています。これまで防除資材として化学農薬や生物農薬が登録されていますが、
安全安心面から農薬を使用しない防除方法の開発が課題となっています。
　そこで、ハラアカコブカミキリの生態解明と被害の軽減を図るため、成虫の誘引試験と防除方法に
ついて試験を行いました。

成　　果
　ハラアカコブカミキリの誘引試験（写真 1）を行いました。昆虫飼育容器の底面の左右にクヌギの
生木とクヌギの枯れ木、クヌギの枯れ木とスギの枯れ木を置いて、成虫が左右どちらに移動するか行
動を記録しました。その結果、ハラアカコブカミキリの成虫はクヌギの生木、スギの枯れ木よりもクヌ
ギの枯れ木に誘引されることがわかりました（図 1）。
　また、ハラアカコブカミキリの被害を受けやすい直径 6cm 程度のシイタケほだ木の伏せ込み* を、
一般的なクヌギ伐採跡地とスギ林内で行い、ハラアカコブカミキリによる被害を比較しました。試験
は大分県内 3 箇所の現地（写真 2）において、春にシイタケほだ木を各地に伏せ込み、秋にシイタケ
ほだ木を回収して被害状況を調査しました（写真 3）。その結果、スギ林は伐採跡地と比較して、脱出
孔数は 87％、被害本数は 69％減少しました（図 2）。
　以上のことから、シイタケほだ木の伏せ込み場所を変更する方法は、ハラアカコブカミキリによる
被害軽減に効果的であることがわかりました。
　結果のポイントは以下のとおりです。
　ハラアカコブカミキリはクヌギの枯れ木に誘引されることから、シイタケほだ木周辺の枯れ木を除去
することで、生育密度は低下し、被害の減少につながることがわかりました。また、直径の小さいシ
イタケほだ木の伏せ込み場所は、スギ林に変更することで、被害を軽減できることが明らかになりま
した。

成果の活用

　成果については、当グループの業務年報や情報誌により公表しています。
また、関係団体、広域普及員と連携して、生産者を対象とした研修等により生産現場への普及定着を図っ
ています。

* 伏せ込み：シイタケ菌糸をまん延させるために、ほだ木を並べて管理すること。

大分県農林水産研究指導センター 林業研究部 きのこグループ　　村上 康明・石原 宏基

きのこ栽培における害虫類の生態解明と防除技術の開発
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研究の背景・ねらい
　原木シイタケ生産において生産者の高齢化等による労働力の不足が懸念される中、安定経営のために
は作業の省力化を図りながら単位収量を上げて生産性を高めていくことが大きな課題となっています。
　このため、生産現場からより簡単な方法で増収効果の期待できる発生操作技術の開発が求められて
おり、当センターでは簡易な発生操作法としてほだ木の樹皮を叩いて傷をつけるナタ目やクギ目、動
噴など様々な道具を用いた増収効果試験に取り組んできたところです。その中でもヒモカッター式刈
払機を用いた発生操作（以下、ヒモカッター操作）（写真 1、2）は簡単で、増収効果が顕著であった
ことから、より効果的な操作技術を確立することを目的に試験を行いました。

成　　果
１．	ほだ木齢及びヒモカッター操作時期別比較試験
	 　市販の低中温性品種を植菌後、原木内にシイタケ菌糸を蔓延させる本伏せを行い、翌年秋にシ

イタケ菌糸が蔓延したほだ木を子実体の発生環境に適した人工ほだ場へ移すほだ起こしを行いま
した。成り行きで 2 年経過したほだ木（2 歳ほだ木）と 4 年経過したほだ木（4 歳ほだ木）を用いて、
秋期の発生が始まる 11 月にヒモカッター操作を行う区（11 月操作区）、同操作をそれぞれ 12 月
に行う区（12 月操作区）、1 月に行う区（1 月操作区）及び同操作を行わない対照区を設けて、試
験区ごとに乾燥した子実体の重量を測定しました。

	 　その結果、総発生量については 4 歳ほだ木より 2 歳ほだ木が多くなりました（図 1）。しかし、
対照区に対する増収割合で比べると、2 歳ほだ木では 11 月操作区、12 月操作区で同程度、1 月操
作区で増加したのに対し、4 歳ほだ木では全ての試験区で増加したことから、2 歳ほだ木よりも 4
歳ほだ木の方がヒモカッター操作の効果が大きくなる傾向にありました。特に、4 歳ほだ木の 12
月操作区では対照区に対して 162％とヒモカッター操作の効果が顕著に表れました。

２．	発生型別比較試験
	 　市販の中低温性品種を２品種、低中温性品種を１品種、低温性品種を１品種の計４品種を植菌・

本伏せした後、翌年秋にほだ起こしして、成り行きで２年経過した２歳ほだ木を用いて発生型別
の子実体発生量を調査しました。ヒモカッター操作は、ほだ場の最低気温が４品種それぞれの発
生温度を数日下回った時期に行い、品種ごとに刺激区及び対照区を設けて、試験区ごとに乾燥し
た子実体の重量を測定しました。

	 　その結果、低温性品種、低中温性品種、中低温性品種の順にヒモカッター操作の効果が高くなっ
たことから、発生温度が低い品種ほど効果が高くなることが示唆されました（図２）。

成果の活用

　本研究の成果は、宮崎県林業技術センター業務報告において詳細な報告を行いました。また、宮崎
県しいたけ振興会等が主催する生産者大会や生産者向け研修会等で試験結果の説明を行うとともに、
内容をまとめた資料（図 3）を配布して普及を図っています。

宮崎県林業技術センター 森林資源開発部　　酒井 倫子・増田 一弘

ヒモカッター式刈払機を用いた原木シイタケの増収技術
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［ 問い合わせ先：宮崎県林業技術センター 森林資源開発部　Tel 0982-66-2888 ］

写真１　 ヒモカッター操作（ほだ木の上部から
下部へ均一に叩きながら刺激を与える）

写真２　ヒモカッター 図３　普及用資料

図２　発生型別の子実体発生量

図１　ほだ木齢及びヒモカッター操作時期別の子実体発生量
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研究の背景・ねらい
　ヒサカキは、関東以北では年間を通じてサカキの代用品として神棚に供えられ、全国的に安定した
需要があります（写真 1）。鹿児島県は全国 2 位の生産量を誇るものの、国産品は慢性的に供給不足で、
流通量の約 9 割を中国産が占め、市場からは品質の良い国産品の供給が望まれています（図 1）。
　ヒサカキのような枝物は、一度植栽すると数十年生産が可能であり、植栽した個体の形質はその後
の生産性や収益に大きく影響します。そのため、生産者や普及指導員の協力を得ながら県内各地から
優良と判断される個体の枝葉を収集して、挿し木により増殖し、それらの中から本県の風土にあい、
かつ関東で市場性の高いヒサカキの優良個体を選抜することとしました。

成　　果
　収集したヒサカキ 40 個体から 10 個体（個体名 A ～ J）を予備選抜し、作業性と市場のニーズに関
連する各個体の葉と枝の形状等を調査しました。葉の形質は、葉身・葉幅・厚さ・新葉の色・成葉の
色を調査項目とし、葉身・葉幅はデジタルノギス、厚さはマイクロメーターで測定し、色は 5 段階の
基準を定め、品種登録などで使用される RHS カラーチャート（英国王立園芸協会）を用いて評価しま
した。また、枝の形状は関東への製品の出荷規格（長さ約 40cm）を勘案し、枝の先端から 30cm 以
内の側枝数とその側枝の最長枝の長さをスチールメジャーで測定しました。
　今回は、①枝の形状②新葉の色③成葉の色④葉身⑤厚さを評価項目とし、各項目の測定結果につい
て偏差値を算出し、5 段階評価をしたところ、個体 I が 25 点中 18 点と最も高い評価となりました（表 1）。

（枝の形状については、側枝数と最長枝の偏差値の平均としました。）
　ヒサカキは市場毎に製品の長さや重さの出荷規格があります。これらの一部を市場関係者に実物を
みてもらったところ評価は非常に高く、関東市場でも十分通用することを確認しました（写真 2）。

成果の活用

　研究結果については、当センターの発表会や特用林産の研修会等において説明し、栽培技術につい
てマニュアル（テキスト）を作成し、技術の普及に努めています。なお、今回は初期段階の評価のため、
今後も継続して調査を行い、評価項目に収量や歩留まり等を加え最終評価を行う予定です。ヒサカキ
は市販の人工培地でのさし木も容易であるため（写真 3）、優良個体の生産者への効果的な普及方法を
検討しながら、今後も枝物栽培の生産振興に寄与する技術開発に取り組んでいきたいと考えています。

鹿児島県森林技術総合センター 資源活用部　　河内 眞子

ヒサカキの優良個体選抜に関する研究
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［ 問い合わせ先：鹿児島県森林技術総合センター 資源活用部　Tel 0995-52-0074 ］

写真 1　関東向けヒサカキとサカキ
左：他県産のもので、14 本の小枝を束にしている

写真２　枝及びくくりの形状の一例
　　　　　　左：くくりに適した枝の形　
　　　　　　右 : ３本の枝を束にしている

写真３　人工培地でのさし木の状況
センター内のミスト灌水施設での発根率は
94％（６月挿し）で、優良個体を大量にさし木
する手法として非常に有効である

図１　 サカキ・ヒサカキの全国生産量
（平成 28 年度）

表 1　10 個体の特性評価について

評価の数字は測定値から偏差値を算定したもの
評価値 5：偏差値 65 以上，4：55 以上 65 未満，3：45 以上 55 未満，2：35 以上 45 未満
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